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無
害
化
処
理
に
係
る
特
例
の
対
象
と
な
る
一
般
廃
棄
物
及
び
産
業
廃
棄
物
及
び
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
等
に
係
る
無
害
化
処
理
の
内
容
等
の
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示

新
旧
対
照
表

○

無
害
化
処
理
に
係
る
特
例
の
対
象
と
な
る
一
般
廃
棄
物
及
び
産
業
廃
棄
物
（
平
成
十
八
年
環
境
省
告
示
第
九
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

１

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚

１

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚

生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
六
条
の
二
十
四
の
二
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
一
般

生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
六
条
の
二
十
四
の
二
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
一
般

廃
棄
物
は
、
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

廃
棄
物
は
、
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
（
工
作
物
の
新
築
、
改
築
又
は
除
去
に

法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）

伴
っ
て
生
じ
た
一
般
廃
棄
物
で
あ
っ
て
、
石
綿
を
そ
の
重
量
の
〇
・
一
パ
ー

第
三
条
第
一
号
ホ
に
規
定
す
る
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
を
い
う
。
）
と
す
る

セ
ン
ト
を
超
え
て
含
有
す
る
も
の
を
い
う
。
）
と
す
る
。

。
２

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
二
条
の
十
二
の

２

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
二
条
の
十
二
の

十
四
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
産
業
廃
棄
物
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

十
四
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
産
業
廃
棄
物
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

廃
石
綿
等
（
令
第
二
条
の
四
第
五
号
へ
に
規
定
す
る
廃
石
綿
等
を
い
う

一

廃
石
綿
等
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和

。
）

四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
二
条
の
四
第
五
号
へ
に
規
定
す
る
廃
石
綿

等
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
（
令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
石

二

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
（
工
作
物
の
新
築
、
改
築
又
は
除
去
に
伴
っ
て

綿
含
有
産
業
廃
棄
物
を
い
う
。
）

生
じ
た
産
業
廃
棄
物
で
あ
っ
て
、
石
綿
を
そ
の
重
量
の
〇
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
て
含
有
す
る
も
の
（
廃
石
綿
等
を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
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○

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
等
に
係
る
無
害
化
処
理
の
内
容
等
の
基
準
等
（
平
成
十
八
年
環
境
省
告
示
第
九
十
九
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者

（
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者

の
基
準
）

の
基
準
）

第
三
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
に
係
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
五
第
十
一

第
三
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
に
係
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
五
第
十
一

号
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

号
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
が
溶
融
施
設
で
あ
る
場
合
に
は
、
次

二

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
が
溶
融
施
設
で
あ
る
場
合
に
は
、
次

に
掲
げ
る
基
準
に
従
い
当
該
施
設
の
維
持
管
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

に
掲
げ
る
基
準
に
従
い
当
該
施
設
の
維
持
管
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

で
あ
る
こ
と
。

で
あ
る
こ
と
。

イ

規
則
第
十
二
条
の
七
第
十
三
項
第
一
号
、
第
四
号
、
第
五
号
、
第
七

イ

廃
棄
物
の
溶
融
中
に
溶
融
炉
内
へ
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
を
投
入
す

号
、
第
八
号
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

る
場
合
は
、
外
気
と
遮
断
し
た
状
態
で
行
う
こ
と
。

ロ
・
ハ

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）

ニ

溶
融
炉
内
の
温
度
を
間
接
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
の
温

度
を
連
続
的
に
測
定
し
、
か
つ
、
当
該
温
度
及
び
当
該
温
度
か
ら
推
定

さ
れ
る
溶
融
炉
内
の
温
度
を
記
録
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
五
条
第
三

号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
装
置
を
用
い
て
溶
融
炉
内
の
温
度
を
直
接
的

、
か
つ
、
連
続
的
に
測
定
し
、
記
録
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

。
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ホ

排
気
口
又
は
排
気
筒
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
ガ
ス
中
の
石
綿
の
濃
度
を

六
月
に
一
回
以
上
測
定
し
、
か
つ
、
記
録
す
る
こ
と
。

ニ

無
害
化
処
理
生
成
物
が
第
一
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る

ヘ

無
害
化
処
理
生
成
物
が
第
一
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
試
験
を
六
月
に
一
回
以
上
行
い
、
か
つ
、
そ

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
試
験
を
六
月
に
一
回
以
上
行
い
、
か
つ
、
そ

の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

ト

排
ガ
ス
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

チ

排
ガ
ス
処
理
設
備
に
た
い
積
し
た
ば
い
じ
ん
を
除
去
す
る
こ
と
。

ホ

溶
融
炉
が
適
正
に
稼
働
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
無
害
化

リ

溶
融
炉
が
適
正
に
稼
働
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
無
害
化

処
理
生
成
物
の
流
動
状
態
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る

処
理
生
成
物
の
流
動
状
態
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る

こ
と
。

こ
と
。

ヌ

火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に

、
消
火
器
そ
の
他
の
消
火
設
備
を
備
え
る
こ
と
。

ル

溶
融
炉
内
に
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
を
投
入
す
る
た
め
に
必
要
な
破

砕
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

投
入
す
る
廃
棄
物
に
破
砕
に
適
さ
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い

(1)
こ
と
を
連
続
的
に
監
視
す
る
こ
と
。

破
砕
に
よ
っ
て
生
ず
る
粉
じ
ん
の
周
囲
へ
の
飛
散
を
防
止
す
る
た

(2)
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

集
じ
ん
器
の
出
口
に
お
け
る
排
ガ
ス
中
の
石
綿
の
濃
度
を
六
月
に

(3)
一
回
以
上
測
定
し
、
か
つ
、
記
録
す
る
こ
と
。

集
じ
ん
器
に
た
い
積
し
た
粉
じ
ん
を
除
去
す
る
こ
と
。

(4)

（
廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
を
行
い
、
又
は
行

（
廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
を
行
い
、
又
は
行

お
う
と
す
る
者
の
基
準
）

お
う
と
す
る
者
の
基
準
）

第
四
条

廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
に
係
る
規
則
第
十
二
条
の
十

第
四
条

廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
に
係
る
規
則
第
十
二
条
の
十
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二
の
十
七
第
十
一
号
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
前
条
第

二
の
十
七
第
十
一
号
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
前
条
の

一
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

規
定
の
例
に
よ
る
。

（
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
の
基
準
）

（
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
の
基
準
）

第
五
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
に
係
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
六
第
四
号

第
五
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
に
係
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
六
第
四
号

の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る

の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る

施
設
が
溶
融
施
設
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

施
設
が
溶
融
施
設
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

規
則
第
十
二
条
の
二
第
十
三
項
第
一
号
、
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六

一

外
気
と
遮
断
さ
れ
た
状
態
で
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
を
溶
融
炉
内
に
投

号
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
供
給
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、

廃
棄
物
の
溶
融
中
に
廃
棄
物
を
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
溶
融
施
設
に

あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

溶
融
炉
内
の
温
度
を
間
接
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
に
、
当

該
位
置
の
温
度
を
連
続
的
に
測
定
し
、
か
つ
、
記
録
す
る
た
め
の
装
置
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
溶
融
炉
内
の
温
度
を
直
接
的
、
か
つ

、
連
続
的
に
測
定
し
、
か
つ
、
記
録
す
る
た
め
の
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四

排
気
口
又
は
排
気
筒
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
ガ
ス
に
よ
る
生
活
環
境
の
保

全
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
排
ガ
ス
処
理
設
備

（
ば
い
じ
ん
を
除
去
す
る
高
度
の
機
能
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

無
害
化
処
理
生
成
物
の
流
動
状
態
が
確
認
で
き
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て

五

無
害
化
処
理
生
成
物
の
流
動
状
態
が
確
認
で
き
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

い
る
こ
と
。

六

溶
融
炉
内
に
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
を
投
入
す
る
た
め
に
必
要
な
破
砕

を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
要
件
を
備
え
た
破
砕
設
備
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
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イ

投
入
す
る
廃
棄
物
に
破
砕
に
適
さ
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ

と
を
連
続
的
に
監
視
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

ロ

建
物
の
中
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
周
囲
に
石
綿
含
有

一
般
廃
棄
物
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
破
砕
設
備
と
一
体
と
な
っ
た
集
じ

ん
器
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ

破
砕
に
よ
っ
て
生
ず
る
粉
じ
ん
の
周
囲
へ
の
飛
散
を
防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
集
じ
ん
器
（
粉
じ
ん
を
除
去
す
る
高
度
の
機
能
を
有
す
る
も

の
に
限
る
。
）
及
び
散
水
装
置
そ
の
他
必
要
な
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
。

（
廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施

設
の
維
持
管
理
の
基
準
）

第
六
条

廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
に
係
る
規
則
第
十
二
条
の
十

二
の
十
九
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
七
第

一
号
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
無
害
化
処
理
の
用
に
供

す
る
施
設
が
溶
融
施
設
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

規
則
第
十
二
条
の
七
第
十
三
項
第
一
号
、
第
四
号
、
第
五
号
、
第
七
号

、
第
八
号
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

二

溶
融
炉
内
に
投
入
さ
れ
た
廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
温

度
を
速
や
か
に
無
害
化
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
温
度
以
上
と
し
、
こ

れ
を
保
つ
こ
と
。

三

溶
融
炉
内
に
投
入
さ
れ
た
廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
数

量
及
び
性
状
に
応
じ
、
無
害
化
処
理
に
必
要
な
滞
留
時
間
を
調
節
す
る
こ

と
。

四

無
害
化
処
理
生
成
物
が
第
一
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
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と
を
確
認
す
る
た
め
の
試
験
を
六
月
に
一
回
以
上
行
い
、
か
つ
、
そ
の
結

果
を
記
録
す
る
こ
と
。

五

溶
融
炉
が
適
正
に
稼
働
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
無
害
化
処

理
生
成
物
の
流
動
状
態
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と

。
（
廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施

（
廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施

設
の
基
準
）

設
の
基
準
）

第
七
条

廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
に
係
る
規
則
第
十
二
条
の
十

第
六
条

廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
に
係
る
規
則
第
十
二
条
の
十

二
の
十
九
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
七
第

二
の
十
八
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
無
害
化
処

二
号
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
無
害
化
処
理
の
用
に
供

理
の
用
に
供
す
る
施
設
が
溶
融
施
設
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
条
の
規
定
の
例

す
る
施
設
が
溶
融
施
設
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

に
よ
る
。

一

規
則
第
十
二
条
の
二
第
十
三
項
第
一
号
、
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六

号
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

二

次
の
要
件
を
備
え
た
溶
融
炉
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
を
無
害
化
処
理
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
温
度
以
上
の
状
態
で
溶
融
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

ロ

イ
の
温
度
を
廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理

に
必
要
な
滞
留
時
間
の
間
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

適
切
な
溶
融
炉
内
の
温
度
を
保
つ
た
め
、
溶
融
炉
内
の
空
気
量
を
調

節
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
そ
の
他
の
必
要
な
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
。

三

無
害
化
処
理
生
成
物
の
流
動
状
態
が
確
認
で
き
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
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（
無
害
化
処
理
の
認
定
に
係
る
申
請
書
に
記
載
す
る
事
項
）

（
無
害
化
処
理
の
認
定
に
係
る
申
請
書
に
記
載
す
る
事
項
）

第
八
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
等
に
係
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
八
第
三

第
七
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
等
に
係
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
八
第
三

項
第
十
一
号
（
規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
十
九
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

項
第
十
一
号
（
規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
十
九
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
事
項
は
、
無
害

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
事
項
は
、
無
害

化
処
理
生
成
物
の
種
類
、
性
状
、
数
量
及
び
処
分
方
法
と
す
る
。

化
処
理
生
成
物
の
種
類
、
性
状
、
数
量
及
び
処
分
方
法
と
す
る
。

（
実
証
試
験
に
関
す
る
書
類
）

（
実
証
試
験
に
関
す
る
書
類
）

第
九
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
等
に
係
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
八
第
四

第
八
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
等
に
係
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
八
第
四

項
第
三
号
（
規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
十
九
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

項
第
三
号
（
規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
十
九
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

お
り
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

（
記
録
の
閲
覧
）

（
記
録
の
閲
覧
）

第
十
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
等
に
係
る
法
第
九
条
の
十
第
七
項
に
お
い
て

第
九
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
等
に
係
る
法
第
九
条
の
十
第
七
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
八
条
の
四
及
び
法
第
十
五
条
の
四
の
四
第
三
項
に
お
い
て
読

準
用
す
る
法
第
八
条
の
四
及
び
法
第
十
五
条
の
四
の
四
第
三
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
記
録
の
閲
覧
は
、
次
に

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
記
録
の
閲
覧
は
、
次
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

記
録
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら

一

記
録
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら

ハ
ま
で
に
定
め
る
日
ま
で
に
備
え
置
く
こ
と
。

ハ
ま
で
に
定
め
る
日
ま
で
に
備
え
置
く
こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

次
条
第
二
号
イ
、
ロ
及
び
ホ
並
び
に
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

当
該

ロ

次
条
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

当
該
測

測
定
又
は
試
験
の
結
果
の
得
ら
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日

定
又
は
試
験
の
結
果
の
得
ら
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日

ハ

次
条
第
二
号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
事
項

当
該
除
去
を
行
っ
た
日
の

ハ

次
条
第
二
号
ニ
及
び
ホ
に
掲
げ
る
事
項

当
該
除
去
を
行
っ
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日

属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日

二

（
略
）

二

（
略
）
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（
記
録
す
る
事
項
）

（
記
録
す
る
事
項
）

第
十
一
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
等
に
係
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
十
一

第
十
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
等
に
係
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
十
一
（

（
規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
十
九
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を

規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
十
九
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

る
。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
が
溶
融
施
設
で
あ
る
場
合
に
は
、
記

二

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
が
溶
融
施
設
で
あ
る
場
合
に
は
、
次

録
す
る
事
項
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

に
掲
げ
る
事
項

イ

第
三
条
第
二
号
イ
又
は
第
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ

イ

第
三
条
第
二
号
ニ
（
第
四
条
に
お
い
て
そ
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と

る
こ
と
と
さ
れ
た
規
則
第
十
二
条
の
七
第
十
三
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
測
定
に
関
す
る
次
に
掲
げ

る
測
定
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

る
事
項

・

（
略
）

・

（
略
）

(1)

(2)

(1)

(2)

当
該
測
定
の
結
果
及
び
第
三
条
第
二
号
イ
又
は
第
六
条
第
一
号
の

当
該
測
定
の
結
果
及
び
第
三
条
第
二
号
ニ
本
文
の
場
合
に
あ
っ
て

(3)

(3)

規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
規
則
第
十
二
条
の
七
第

は
、
当
該
測
定
の
結
果
か
ら
推
定
さ
れ
る
溶
融
炉
内
の
温
度

十
三
項
第
四
号
本
文
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
測
定
の
結
果
か
ら

推
定
さ
れ
る
溶
融
炉
内
の
温
度

ロ

第
三
条
第
二
号
イ
又
は
第
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ

ロ

第
三
条
第
二
号
ホ
及
び
ル

（
第
四
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
の

(3)

る
こ
と
と
さ
れ
た
規
則
第
十
二
条
の
七
第
十
三
項
第
五
号
及
び
第
十
一

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
測
定
に
関

号
ハ
の
規
定
に
よ
る
測
定
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

〜

（
略
）

〜

（
略
）

(1)

(4)

(1)

(4)

ハ

第
三
条
第
二
号
ヘ
（
第
四
条
に
お
い
て
そ
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と

と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
試
験
に
関
す
る
次
に
掲
げ

る
事
項当

該
試
験
に
係
る
試
料
を
採
取
し
た
位
置

(1)

当
該
試
験
に
係
る
試
料
を
採
取
し
た
年
月
日

(2)



- 9 -

当
該
試
験
の
結
果
の
得
ら
れ
た
年
月
日

(3)

当
該
試
験
の
結
果

(4)

ハ

第
三
条
第
二
号
イ
又
は
第
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ

ニ

第
三
条
第
二
号
チ
（
第
四
条
に
お
い
て
そ
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と

る
こ
と
と
さ
れ
た
規
則
第
十
二
条
の
七
第
十
三
項
第
八
号
の
規
定
に
よ

と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
ば
い
じ
ん
の
除
去
を
行
っ

る
ば
い
じ
ん
の
除
去
を
行
っ
た
年
月
日

た
年
月
日

ニ

第
三
条
第
二
号
イ
又
は
第
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ

ホ

第
三
条
第
二
号
ル

（
第
四
条
に
お
い
て
そ
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ

(4)

る
こ
と
と
さ
れ
た
規
則
第
十
二
条
の
七
第
十
三
項
第
十
一
号
ニ
の
規
定

と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
粉
じ
ん
の
除
去
を
行
っ

に
よ
る
粉
じ
ん
の
除
去
を
行
っ
た
年
月
日

た
年
月
日

ホ

第
三
条
第
二
号
ニ
又
は
第
六
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
試
験
に
関
す

る
次
に
掲
げ
る
事
項

当
該
試
験
に
係
る
試
料
を
採
取
し
た
位
置

(1)

当
該
試
験
に
係
る
試
料
を
採
取
し
た
年
月
日

(2)

当
該
試
験
の
結
果
の
得
ら
れ
た
年
月
日

(3)

当
該
試
験
の
結
果

(4)

三

（
略
）

三

（
略
）

（
環
境
大
臣
に
報
告
す
る
事
項
）

（
環
境
大
臣
に
報
告
す
る
事
項
）

第
十
二
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
等
に
係
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
十
六

第
十
一
条

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
等
に
係
る
規
則
第
六
条
の
二
十
四
の
十
六

第
一
項
第
四
号
（
規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
十
九
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

第
一
項
第
四
号
（
規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
十
九
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
事
項
は
、
次

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
事
項
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）


